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北海道の草地は、面積が広いために施肥設が少なく、その!j文:誌は非単に少ないものと、学会の

エクスカーνヨシに参加するまでは思っていた。しかし、わたくしたちがみて回った道東の草地

は、この恕隊を見頃にくつがえしてくれた.また、その草地に括かれている草極も、チモνーと

7カクローパが主体で、他の草種は育たないかのように聞いていたが、オーチヤードグラスや

ラジノクローパもよく繁茂していて、あたかも東北の草地にでも立っているかのような錯覚さえ

覚えたのである。

ただ、欲を云えば、とれらの草艇を含めた放牧用、 f采主主用(サイレージ、乾草用)の、いくつ

かの草極組合せをつくり、これをid-i面的に使い分ける ζとができたら、なお、素晴らしいと思った。

草の刈取回数は一般に少ないように感じられた口とれにはいろいろな理由があると思われるが、

少なくとも年 3.-.4回刈取れば、さらに高い密皮を保ち得て、雑草の先生も抑生られるのではな

かろ弓か。

今後北海道でも経常規模の拡大あるいは集約化が行なわれ、家京の多頭化が進められると思う

が、 7カ月にも及ぶ冬期の貯蔵飼料の確保問題は、ますます設要iこなるであろう口とれを全面的

に乾草調製に頼ることは、気伎の而から難しいとすれば、当然サイレージによらざるを得-ない。

ナイレージは、暖地に比べ、つ〈り易く、長期貯成も可能であろうと考えられるから、とれをさ

らに強力に奨励、普及されるべきであろう。

現実に車窓からみた北海道の農家には、予想に反しずイロ基数が少ないようで、ちょっと窓外

であった。

北海道でも、草地は山地帯にかなり多いように忠われ、そこに使われているトラクタは一般に

発はん力、岩引力、安占性が劣り、諸作業にj提起があるようである。そとで、今後ゴムキャタピラ

'式のようなトラクタの閥発が必要になるのではなかろうか。もしこれが可能になれば、積雪期の

悪路にも威力を発揮できるものと思う。

昨今、北海道の草地利用農家の一戸当り面積はi首加の傾向にあるという。これは経営規模拡大

の面からみれば、よろ ζばしいことであるかも知れないが、 ζれが他農家の除農によるものであ

るとすれば、その理由を明らかにしてなく必要があるように思う白

最後に、北海道で食べた飯は、どこに原凶があるかわからないが、美味しいと，思ったととが7言

かった。それにひきかえ、トクモロコνゃバターをつけて食べた馬鈴容の味はまた格別であったロ

やがて、 j菖内の米消政者出jにも米質への関心が高まり、さらに青函トンネノレの完成によって、本

州と地税きになり、流通関係が改善されれば、寒地での米fl_:は、時-品jに便乗して云うわけではな
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:.;"¥が、今後多難のようである。

これに反し、広大な土地に恵まれ、その上で詰・まれる機械化草地農業こそ、今後北海道農業の

進むべき方向ではなかろらかロ

n 

- 22ー


